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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

ぶ ど う の 木 代 表　 　 　 　 　 　 　

中 村

　
佳 恵

　
法 隆 寺 金 堂 と 五 重 塔 は 、

約 千 三 百 年 前 に 建 て ら れ た世 界 最 古 の 木 造 建 築 で す 。　
こ の 本 で は 、 法 隆 寺 が ど

の よ う に し て つ く ら れ た のか を 、 昭 和 の 大 修 理 に た ずさ わ っ た 棟 梁 、 日 本 建 築 の研 究 者 、 建 築 を 学 ん だ イ ラス ト レ ー タ ー の 三 人 が と きあ か し て い ま す 。　
法 隆 寺 の 敷 地 面 積 は 約 三

万 坪 。 そ の 中 に 多 く の 建 物が つ く ら れ て い ま す が 、 それ ら は 当 時 の 工 人 が ノ ミ やツ チ な ど 基 本 的 な 大 工 道 具だ け を 使 っ て 仕 上 げ て い った も の な の で す 。 緻 密 に 描か れ た 絵 を 見 て い く と 、 耐久 性 と 美 し さ を 備 え た 建 物が ど の よ う に し て で き て い

調 整 す る な ど 素 材 を 生 か した 仕 事 が な さ れ て い て 、 その よ う な 工 人 の 技 量 が 建 物を 支 え て き た の で す 。　
た だ 、 技 術 だ け で 長 く 残

し て い く こ と は で き ま せん 。 法 隆 寺 に は こ れ ま で 何度 も 大 き な 修 理 が ほ ど こ され て き ま し た 。 そ れ は 、 まつ ら れ て い る 聖 徳 太 子 を 篤く 敬 う 人 々 の 心 あ っ て こ そで き た こ と な の で す 。　
法 隆 寺 を 通 し て 古 代 日 本

人 の 知 恵 に 触 れ ら れ る 、 読み ご た え の あ る 一 冊 で す 。 っ た か が よ く わ か り ま す 。　
柱 は 良 質 の ヒ ノ キ 。 木 の

く せ を 見 極 め な が ら 寸 法 を
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1 9 5 8  年 宇 部 市 生 ま れ 、 山 口 市 在 住 の  6 3
歳 。 厚 狭 高 、 山 口 大 卒 業 後 、 大 手 保 険 会
社 に 就 職 。 現 在 は 山 口 県 商 工 会 連 合 会 に
勤 務 。 高 校 時 代 、 正 課 ク ラ ブ で 囲 碁 と 出
会 い 、 囲 碁 歴 4 6  年 。 日 本 棋 院 山 口 県 支 部
連 合 会 の 参 事 、 同 院 宇 部 支 部 の 幹 事 長 。
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囲 碁 の 日 本 棋 院 山 口 県

支 部 連 合 会 に よ っ て

2 2年

度 山 口 県 囲 碁 番 付 が 今 年２ 月 に 発 表 さ れ 、 県 内 のア マ チ ュ ア 囲 碁 棋 士 と して ト ッ プ ク ラ ス を 意 味 する 「 西 横 綱 」 に 就 い た 。一 年 間 の 成 績 を ポ イ ン トで 点 数 化 し 、 相 撲 の 番 付と 同 様 に ラ ン ク 付 け す るも の で 、 三 年 連 続 の 横 綱だ 。　 「 囲 碁 は 、 実 力 差 に 応じ た ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ があ る の で 、 誰 で も 楽 し める 〝 ゲ ー ム 〞  。 相 手 と 声

に 出 し て 会 話 を す る こ とは な い が 、 碁 石 を 通 し てコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が でき る 」 と 魅 力 を 語 り 、 世界 中 の 人 と オ ン ラ イ ン でも 対 局 を 楽 し む 。　
「 囲 碁 の 普 及 が で き れ

ば 」 と 、 ジ ュ ニ ア 囲 碁 教室 の 講 師 も 務 め 、  「 囲 碁は 計 画 性 、 手 順 、 ど の よう に 勉 強 し た ら よ い か など 、 普 段 の 生 活 に お い て役 に 立 つ こ と が 多 い 。 ぜひ 一 度 体 験 し て み て 」と 、 子 ど も た ち に 呼 び かけ る 。

板 いた

垣 がき

　
良 り ょ う

三 ぞう

さ ん

２ ０ ２ ２ 年 度 山 口 県 囲 碁 番 付で “ 西 横 綱 ”

「 ウ ク  ラ イ ナ 情 勢 等 に よ る 下 振 れ リ  ス  ク に は 注 意 」

２ 期 連 続  「 持 ち 直 し て い る 」  県 内 経 済

山 口 財 務 事 務 所

　
財 務 省 山 口 財 務 事 務 所 （

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ２

－

２ １ ９ ０ ） は 、  「 県 内 経 済

は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 が み ら れ る も の の 、 持 ち 直 し て いる 」 と 、 四 半 期 ご と に 行 っ て い る 「 山 口 県 内 経 済 情 勢 」 の ２ ０ ２ ２ 年 ４月 に つ い て 総 括 判 断 を し た 。
　
昨 年

1 0月 ま で の ４ 期 連

続 「 厳 し い 状 況 に あ る なか 、 一 部 に 弱 さ が 見 ら れる も の の 、 緩 や か に 持 ち直 し て い る 」 か ら 上 方 修正 し た 今 年 １ 月 の 判 断 を据 え 置 い た 。　
そ の 要 点 は 、  「  『 個 人 消

費 』 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ルス 感 染 症 の 影 響 に よ り 、持 ち 直 し の 動 き に 一 服 感が み ら れ る 。  『 生 産 活動 』 は 持 ち 直 し て い る 。
『 雇 用 情 勢 』 は 、 新 型 コ

ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影響 が 残 る も の の 、 持 ち 直し つ つ あ る 」 と し た 。 そし て 「 設 備 投 資 」 は 前 年度 を 、  「 住 宅 建 設 」  「 輸出 」 は 前 年 を 下 回 っ て い

る 。 一 方 「 企 業 収 益 」 は増 益 見 込 み だ 。　 「 先 行 き 」 に つ い て は
「 感 染 対 策 に 万 全 を 期

し 、 経 済 社 会 活 動 が 正 常化 に 向 か う 中 で 、 各 種 政策 の 効 果 や 海 外 経 済 の 改善 も あ っ て 、 景 気 が 持 ち直 し て い く こ と が 期 待 され る 。 た だ し 、 ウ ク ラ イナ 情 勢 等 に よ る 不 透 明 感が 見 ら れ る 中 で 、 原 材 料価 格 の 上 昇 や 金 融 資 本 市場 の 変 動 、 供 給 面 で の 制約 等 に よ る 下 振 れ リ ス クに 十 分 注 意 す る 必 要 が ある 。 ま た 、 感 染 症 に よ る影 響 を 注 視 す る 必 要 が ある 」 と し て い る 。

ャ ン セ ル が 相 次 ぎ 、 平 日は 臨 時 休 館 を 設 け る な どの 影 響 が 出 た も の の 、 ３月 中 旬 頃 か ら は 学 校 の 春休 み も あ っ て 予 約 が 増 加し て い る 。 今 後 は 、 観 光シ ー ズ ン に 向 け て さ ら なる 客 足 の 回 復 に 期 待 し てい る 」  （ 宿 泊 ） ▽ 「 ま ん延 防 止 等 重 点 措 置 が 解 除さ れ た こ と で 、 修 学 旅 行の 需 要 が 回 復 し て き て いる 。 一 方 で 、 ロ シ ア ・ ウク ラ イ ナ 情 勢 の 悪 化 の 影響 等 も あ り 、 食 材 な ど あら ゆ る も の の 価 格 が 高 騰し て い る が 、 他 社 と の 競合 や 需 要 の 低 下 へ の 懸 念が あ る た め 、 価 格 転 嫁 がで き て い な い 」  （ 宿 泊 ）▽ 「 新 型 車 効 果 も あ り 、北 米 な ど 海 外 向 け を 中 心と し た 需 要 が 堅 調 で あ るも の の 、 足 下 で は 半 導 体等 の 部 品 が 調 達 し づ ら い状 況 と な っ て お り 、 部 品

調 達 に 応 じ た 生 産 を 行 って い る 」  （ 輸 送 機 械 ） ▽
「 海 外 の 旺 盛 な 需 要 を 背

景 に イ ン フ ラ 向 け の 樹 脂原 料 や 、 環 境 対 応 車 等 の需 要 拡 大 か ら 電 池 向 け 原材 料 な ど の 需 要 が 堅 調 であ る こ と か ら 、 今 後 も フル 生 産 が 続 く 見 込 み 。 ロシ ア か ら 調 達 し て い る 原材 料 に つ い て 、 代 替 の 調達 先 を 探 し て い る が 、 価格 が さ ら に 高 騰 す る こ とや 調 達 が し づ ら く な る こと を 懸 念 し て い る 」  （ 化学 ） ▽ 「 年 明 け 以 降 は 、オ ミ ク ロ ン 株 の 拡 大 に より 入 国 規 制 が 強 化 さ れ たこ と か ら 、 技 能 実 習 生 が採 用 で き な か っ た た め 、人 手 不 足 感 が 増 し て いる 」  （ 食 料 品 ） ▽ 「 業 績好 調 を 受 け て 業 務 量 が 増え て お り 、 引 き 続 き 、 従業 員 の 採 用 人 数 を 増 や し

て い く 方 針 。 ま た 、 技 術開 発 に 長 け た 人 材 や Ｄ Ｘに 対 応 で き る よ う な 専 門的 な 人 材 の 確 保 に も 積 極的 に 取 り 組 ん で い く 」
（ 情 報 通 信 機 械 ） ▽ 「 電

気 自 動 車 な ど に 使 用 さ れる 電 子 部 品 の 需 要 が 旺 盛と な っ て お り 、 生 産 能 力の 増 強 投 資 を 行 っ て いる 」  （ 情 報 通 信 機 械 ） など の 声 が 聞 か れ た 。

　
ヒ ア リ ン グ し た 企 業 か

ら は 、  「 コ ロ ナ ワ ク チ ンの ３ 回 目 接 種 が 開 始 され 、 副 反 応 で 解 熱 鎮 痛 剤や 冷 却 シ ー ト が 売 れ て いる ほ か 、 引 き 続 き 、 食 料品 が 全 般 的 に 好 調 」  （ ドラ ッ グ ス ト ア ） ▽ 「 感 染症 の 再 拡 大 に よ り 内 食 ・中 食 需 要 が 高 ま り 、 冷 凍食 品 や 総 菜 な ど が 好 調 」（ ス ー パ ー ） ▽ 「 コ ロ ナ禍 の 食 材 の ま と め 買 い 需要 で 大 型 冷 蔵 庫 が 堅 調 と

な っ て い る な ど 、 家 電 全般 の 需 要 は 底 堅 く 推 移 して い る も の の 、 売 り 上 げは 前 年 と 比 べ る と 下 回 って い る 」  （ 家 電 大 型 専 門店 ） ▽ 「 新 車 需 要 が 底 堅く 、 受 注 は 好 調 に 推 移 して い る が 、 半 導 体 不 足 など の 影 響 に よ り 納 期 が 遅延 し て い る た め 、 新 車 の登 録 台 数 が 落 ち 込 ん で いる 」  （ 自 動 車 販 売 店 ） ▽「 年 明 け 以 降 は 感 染 症 の再 拡 大 に よ り 、 予 約 の キ

ヒ ア リ ン グ 企 業 の  「 声 」
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食 中 毒 に ご 用 心 ！食 の 安 心  ・  安 全 研 究 セ ン タ ー だ よ り２ ０ ２ １ 年 の 食 中 毒 発 生 状 況 が 発 表 さ れ ま し た　
厚 生 労 働 省 で は 毎 年 食 中 毒 の 発 生 状 況 の 調 査 を 行 っ て 発 表 し

て い ま す 。 こ の 度 ２ ０ ２ １ 年 の 食 中 毒 発 生 状 況 が 発 表 さ れ ま した の で 、 そ の 内 容 を 見 て み ま し ょ う 。

 

事 件 数 と 患 者 数　
食 中 毒 事 件 数 は ７ １ ７ 件 、 患 者 数 は １ 万 １ ０ ８ ０ 人 、 亡 く な

ら れ た 方 は ２ 人 で し た 。 事 件 数 ・ 患 者 数 共 に 過 去

2 0年 間 で は 最

小 と な っ て い ま す 。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 に よ る 衛 生意 識 の 高 ま り や 、 外 食 の 自 粛 な ど が 減 少 の 可 能 性 と し て 考 え られ ま す 。

原 因 施 設病 因 物 質

 

食 中 毒 に 気 を 付 け る た め に

 

　
食 中 毒 が 発 生 し た 施 設 で 見 る と 、 一 番 多 い の は 飲

食 店 で 、 ７ １ ７ 件 中 ２ ８ ３ 件 と 約 ４ 割 を 占 め ま した 。 ２ 番 目 は 施 設 が 不 明 な 事 件 で ２ ０ １ 件 で し たが 、 ３ 番 目 は １ ０ ６ 件 の 家 庭 で し た 。 こ の こ と から 、 家 庭 で も 多 く の 食 中 毒 が 発 生 し て い る こ と が わか り ま す 。　
事 件 数 で 最 も 多 か っ た の は 寄 生 虫 の ア ニ サ キ ス で 、 ７ １ ７ 件 中 ３ ４ ４

件 と ほ ぼ 半 数 を 占 め て い ま す 。 ２ 番 目 は カ ン ピ ロ バ ク タ ー 、 ３ 番 目 は ノロ ウ イ ル ス で し た 。 こ の 上 位 三 つ は こ こ 最 近 、 他 の 病 因 物 質 を 大 き く 引き 離 し て い ま す 。　
患 者 数 が 最 も 多 い の は ノ ロ ウ イ ル ス で ４ 千 ７ ３ ３ 人 、 ２ 番 目 は 病 原 大

腸 菌 、 ３ 番 目 は ウ ェ ル シ ュ 菌 で し た 。 い ず れ も 事 件 数 あ た り の 患 者 数 が多 い 特 徴 が あ り ま す 。　
食 中 毒 は 家 庭 で も 発 生 し て お り 、 家 庭 で の 食

品 の 取 り 扱 い に も 注 意 が 必 要 で す 。　
普 段 は あ ま り 気 に す る こ と も 少 な い か も し れ

ま せ ん が 、 食 中 毒 は 身 近 な 問 題 で す 。 食 中 毒 を防 ぐ た め に 衛 生 管 理 に は 十 分 気 を 付 け ま し ょ う 。食 に 関 す る お 役 立 ち 情 報 を ホ ー ム ペ ー ジ や イ ン ス タ グ ラ ム で 発 信 中 ！ぜ ひ ご 覧 く だ さ い ♪

ホ ー ム ペ ー ジ は
こ ち ら

イ ン ス タ グ ラ ム は

こ ち ら

サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。
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ぶ

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼

1 2日  （ 木 ）  ~

1 7日

（ 火 ）  :

中 古 Ｃ Ｄ ・ Ｄ Ｖ Ｄ ・

レ コ ー ド ウ ル ト ラ バ ー ゲン
︻ 美 術 ギ ャ ラ リ ー ︼ ~1 7日  （ 火 ）  :

命 の 根 源 を 謳

う ― 深 沢 幸 雄 作 品 展

次 回 は 5 月 1 8 日 掲 載

︻ 箏 教 室 生 徒 募 集 ︼

小 学

三 年 生 以 上 。 第 一 ・ 三 土曜 日 午 前 九 時 半 よ り 山 口ふ る さ と 伝 承 総 合 セ ン ター 。 受 講 無 料 。
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